
令和７年度第２回長野県動物愛護管理推進懇談会 

・開催日時：令和８年１月 28日（水）午後１時 30分から午後３時 30分 

・開催場所：長野県庁西庁舎１階 110会議室 

・出席構成員：竹田構成員、福澤構成員、佐藤構成員、山本構成員、降籏構成員、古山構成

員、松井構成員、大河内構成員、久保田構成員、大原構成員代理、矢島構成員、福井座長 

 

１ 開会 

２ 食品・生活衛生課長あいさつ 

３ 会議事項 

（１）長野県動物愛護推進計画の実施状況 

（２）令和８年度に向けた各種施策について 

（３）その他 

   事務局から説明 

福井座長 

・今年度の半年間分の現状と実施している内容で今年従前通りではなく、進めている内容に

ついて説明をした。 

・昨日環境省の主管課長会議が開催され、私は参加していないが、近年中に法律改正が予定

されていることから、環境省が定める基本指針が変更になるとそれに伴い今度は本県の推進

計画も見直しする必要があり、その時は本日お越しいただいている構成員皆様に計らいをし

て進めていきたいと思っている。 

・先ほど事務局から説明があった通り、先週 21 日松本市と共催で NPO 法人アナイスの平井

先生に研修会にお越しいただいた。平井先生においては、先日まで、信濃毎日新聞社で木曜

日掲載合計６回、ペットの災害対策について連載いただいていたところ。松本市久保田構成

員、コメントをお願いする。 

久保田構成員 

・県と共催で開催し、県全域から各市町村の職員、特に危機管理担当課にも広く出席いただ

き、災害対策の中でやはりペットの対策というものの重要性はだいぶ認識していただいてい

るのかなということは先ほど事務局から話もあったが、そんな印象を受けたところ。 

福井座長 

・動物の専門学校では災害対策についてどのくらい話していることがあるのか、共有いただ

きたい。 

福澤構成員 

・基本的に愛玩動物看護師の養成カリキュラムの中には、適正飼養指導論という科目があり、

その中で災害発生時における愛玩動物看護師の役割となっていく部分やその対応、現状もデ

ータで全て教科書に掲載されるようになっているところ。 

・県の愛護センターやその役割といったところもあわせて実は学ぶ部分を教科書の学びに

加え、生かしていけるか、もう少し落とし込んでいく必要があると感じるところがある。 

・学生が全校だと 150人超えで、動物のことを学んでいる学生が在学しているが、学生にと



っては災害について実感がわいていない様子。今後学校においては、災害関係とか、もう少

し組み込んでいく必要性があると感じてはいるところ。 

福井座長 

・災害対応の対応が急務と言いながら、行政も話だけで終わっていた現状もあり、いくつも

災害が発生している現在、まさしく対応が必要だと思うのでぜひ学生の皆さんとも協力でき

るところは、民間の皆様との連携が必要と思っているところ。 

・次に、現状として、実際に中核市の状況をお聞かせいただきたい。殺処分や引取りのこと

で、実際に感じられていることをお願いしたい。 

大河内構成員 

・犬については殺処分ゼロ。猫については収容の都合による殺処分を行っていない状況。後

ほど話になると思うが、多頭飼育で引き取った猫も全て譲渡することができ、殺処分を行う

場合でも交通事故にあい、著しい苦痛の状況の個体や子猫では瀕死の状況のみ殺処分。 

福井座長 

・長野市さんは動物愛護のところでだいぶメディアの力も借りて新聞やニュースにも掲載

されているところ。 

竹田構成員 

・一つは５ページの関係団体との相互理解・情報共有項目の部分で、今年度は東信で連絡会

議が開催されたと記載があるが、これは毎年県内のエリアで順次開催されるのか。 

事務局 

・自発的に結成されたグループである。まさに松井構成員もそのメンバーの 1人であり、多

頭飼育問題がきっかけで連携を始めた団体ということで、残念ながら他の地区では同様のグ

ループは組織されていないような状況。トラブルが発生した時に、関係者が集まり組織され

たが、その後も、日頃から情報を共有されているとのこと。松井構成員、このような説明で

よろしいか。 

竹田構成員 

・もう一つは６ページ災害対応については防災訓練を各市町の全てが訓練してるわけでは

なく、ペットの防災関係の展示もあったとのことだが、訓練してきた中で、課題であるとか、

次に繋がるようなものがあれば共有いただきたい。 

事務局 

・昨年までは４市町村程度のペットの同行避難の実施等であり、今年度ようやく実施する市

町村数が増え、まだまだ始まったばかり。課題は各市町村それなりにあるような状況。 

福井座長 

松井さん、アピールも兼ねてぜひご発言いただきたい。 

松井構成員 

・皆さんのお手元に配布されているフォーラムの周知チラシについては、私以外にも県社協

の佐藤さんに常に協力いただき、どうやったら多機関連携で対応していけるかっていうこと

から進めているところ。 

・今回２月 23日に実施する上田市で開催するフォーラムは２回目となる。 



・私は上田が拠点で活動はしているが、松本だとか諏訪だとかいろんな地域の方にも仲間の

ボランティアがいるので、是非他の地域にも広がっていくようにその講習会、勉強会に関し

ては、県社協の佐藤さんの方で「社会福祉と動物愛護管理の連携のための研修会」が開催さ

れ、２年目３年目になります。もう少し広がっていけば嬉しいと思うところ。 

福井座長 

他に何かありますか。 

久保田構成員 

・一つ教えていただきたい。２ページについて 

これは年度中ということで、譲渡率が今年度は下がっていることについて、理由が知りたい。 

事務局 

・今年度は犬を保護したが新たな飼い主が見つからないのが 14 頭で、引取りで引き取った

頭数が 11頭で、25頭であるが、そのうちの６頭を殺処分しており、そうなると譲渡率が下

がりそして、全体の母数も少ないながら率が下がってしまうと言うこと。 

・殺処分の理由としては譲渡することが適切でないという分類にあてはまり、いくつかの保

健所に殺処分の理由をきくと攻撃性の問題っていうのを、それで譲渡率が下がったというこ

とです。 

久保田構成員 

わかりました。 

福井構成員 

・あと他に何か。後ほど佐藤構成員には発言を改めてお願いしたい。 

・続いて今年のうさぎの多頭飼育の事例があり、その辺りの説明をさせていただく。 

（１） 長野県動物愛護管理推進計画の実施状況 

・ウサギの多頭飼育対応について 

   事務局から説明 

福井座長 

・ネズミウサギはネズミ算的に増えると、よく話をしており、今回の場合、法律の裏づけが

正直いってないような状況 

・動物愛護管理法に規定していないウサギの引取りを行うことが、議論の中にはあったのだ

が、問題を解決するには、数年前から情報は探知していたが何もできず、今回であれば、問

題を解決できるチャンスだっていう判断も働き、引取りの対応を行った。批判を受ける可能

性もあるが、今のところはない状況。 

・現在、環境省では、緊急避難的に動物を一時保護しようという議論があるようで、まだ進

んでおらず、色々な問題あるのではいかとの話も出ているようである。今後見据える必要が

ある。 

佐藤構成員 

・ウサギの引取りの件で、もう少し情報を教えてもらいたい。 

 

 



佐藤構成員 

・行政と会ってもらってないから、良くも悪くもって話になっていくが、結局、この飼い主

を助けるっていう意味合いだと反発も強くなるかもしれないが、動物が明日から生きていけ

る状態を確保していることを行政がバックアップしたっていうのは、特別なケースとして感

じるものがあると思う。 

・この飼い主にはこの対応でよいかは、いずれにしろ、その両方の意見がでてくるとは思う。 

・動物を助けるのには正義であっても、その飼い主がそこにただ乗りしてきていいものかど

うかっていうことは、やはり、別問題として考えていかなくてはと思う。 

福井座長 

松井さんなんか、猫の場合でもいろいろ事例はあると思うが、ご紹介いただきたい。 

松井構成員 

・これまで活動をしているなかで引取りは何件も行っているが、保健所側に、例えば私達が

相談に入っているところの情報共有はもちろんするが、保健所側に引き取ってもらいたいと

お願いをしたことがない。 

・飼い主が何とかそこで生活を立て直せるのであれば、立て直させて、動物の不妊去勢手術

を完了させる。もし、動物を引き取るにしても最小限の数になるように動く事が殆どであり、

猛然と引き取ったっていうのが今までで２ヶ所ぐらいしかない。ただその引き取った頭数が

多く、80頭であった。 

・その 80 頭を引き取ったときは、まだ今ほど多頭飼育崩壊は顕在化しておらず、報道機関

も入れたお陰で譲渡も進み、シェルターを持っていたので、何とか対応できた。ただ、その

80頭は上田市内ではなかった。 

・だから崩壊させないように、これから佐藤さんの方からお話あるけども、予防が一番大事

だと思う。 

・多頭飼育崩壊の対応も、もちろん必要ではあるが、そうならないようにするにはどうすれ

ばよいかを一番メインに考えていけたらいいなと思う。 

福井座長 

・発言いただいた通り、予防対応や行政でも、多頭飼育崩壊がいくつもあったら、対応はで

きない。今回のところは何とか動物愛護センターの協力があったので、もし全県下で対応が

必要であれば、それを毎回毎回できるかっていうと難しいのが本音のところ。 

・多頭飼育崩壊においてウサギに限らず、長野市もかなり対応されているのではないかと思

うが、何か発言をお願いしたい。 

大河内構成員 

・夏に 39 頭の猫を引き取った事例もあったが、幸いにも譲渡会でもらっていただき、先ほ

ど話したとおり最後の一頭も先日、譲り受け先が決まったところ。 

・今は SNSを最大限に活用し、動画を掲載し最大限に活用した。事前に何かわかればいいが、

どうしようもなくなってから、判明するのが常であり、やはり何か異変があったら早めに相

談してくださいという事を、いろんな場所で話しているが、なかなか簡単にはいかない状況 

 



福井座長 

本当に簡単にはいかない状況である。 

竹田構成員 

・一つ教えてほしい。今回のウサギという動物に対して、法的根拠がなかったという話だっ

たが、そのあたりを詳しく教えてほしい。 

事務局 

・犬や猫に関しては、動物愛護管理法上引き取りについて明確に規定されている。しかしウ

サギは対象外というわけではないが、明言がない。 

・基本的には、飼い主から引き取りを求められた場合は引き取らなければならないと法律に

書いてある対象が犬と猫である。 

・手数料条例も犬と猫については 1頭あたりの手数料を定めているが、他の動物については

定めがないため、取ろうと思っても取れないという状況である。 

福井座長 

降籏さん、多頭飼育のところでご意見いただきたい。 

降籏構成員 

・多頭飼育という言葉を聞いたものだから、すぐ以前の猫屋敷の強烈な匂いを思い出した。

先ほども言葉を聞いたときに、今でもあの匂いがフラッシュバックする感じだ。 

・全体として、多頭飼育に集約されてくると感じる。県民のみんなの力で何とかここまで来

たが、多頭飼育だけが最後に残ったということを、つくづく感じている。 

福井座長 

多頭飼育は猫がほぼ中心だが、犬もある。 

古山さん、犬の多頭飼育で困ったことや関係したことはあるか。現在でなくても、過去の認

識でもよい。 

古山構成員 

・お客さんで多頭飼育問題等に関係した覚えはない。理由は、私がそういうことに非常に厳

しいからである。初めて来る方には、私の価値とお客様の価値が一致する、もしくはそれを

私が手助けできる場合にだけ、私はその方をお客さんとして認識する。 

・通常の商売ではありえないかもしれない。「いらっしゃいませ」でお金をいただくのが一

般的だと思うが、私はときに厳しく映ることもある。ただ、犬への向き合い方が合わないと

感じる方は、たくさんいると思うし、そういう方は私のところには二度と来ないだろう。 

・私は価値を持ってしっかり向き合える人を基本的な対象にしている。なんでも受け入れて

しまえば、それは飼い主さんのためにならない。 

・先ほどの話でいうと、犬は費用が発生する（手術代など）。一方で、ウサギ 1 匹を持ち帰

るという話になると、市営住宅では犬は飼えないが、ウサギなら可というケースがある。本

来は動物不可のはずなのに、なぜそこが緩むのか、その点はまだ理解が追いつかない。 

そういう方に譲るべきかどうか、私は疑問に思った。犬なら間違いなく渡さない。確かに対

応という観点はある。強制的に「駄目」とは言えないことも理解する。 
福井座長 



古山先生のように啓発を兼ねたご商売をされていることは、本当にありがたい。 

古山構成員 

ただ、小さな窓口なので、たくさんはできない。そこはご理解いただきたい。 

福井座長 

・一つ教えてほしい。私たちに入る情報は、関係者から入ってくることが多い。保健所が対

応するにあたっては、どこから通報があったかなど、どのルートで把握し、対応しているか。

多頭飼育崩壊に当たるのかどうか、予防の観点でどの段階の情報をどう受ければよいのか、

経験があれば教えてほしい。どこからの通報が多いかも知りたい。 

降籏構成員 

・まず、猫の場合は、ほとんどが臭いから始まる。出入りや近所への影響も相当大きい。 

・緊急の場合は市町村に電話があり、私がいくつか関わった中でいえば、松本市にも、いわ

ゆる「ああいう人たち」がいて、役人が来ると開き直る。そうなると、手出ししにくい。 

・そこで我々は、高飛車ではなく、「どうしたいか」という話から入り込むようにしている。 

現場を巡回して我々が気づいて対応というケースはあまり多くない。近所からの通報が出発

点になることが多い。 

松井構成員 

・近所の人がまず我慢できなくなって、村・町・市役所（役場）に電話をする。それから報

道で情報が出ると、関係のない一般の方でも「あれ？」と思って通報することがある。 

きっかけ、と言うと失礼だが、そういう気づきが重要だと思う。SNSなども同様だ。 

佐藤構成員 

・住民の立場で考えると、この情報を上げてよいのかどうかというスキルがまず住民側に必

要になる。 

・私たち社会福祉協議会では、住民にそのスキル「このくらいの情報は相談してよい」とい

う目安を伝えられるよう、近くにいる支援員が住民に話せるようになるための支援員向け研

修を心掛けている。 

「多頭飼育」や「ペット問題」といった入口のワードから、支援員を通じて情報が集約でき

るように、適切な機関につながるようにしたい。そのための研修会を継続している。 

 

（１）長野県動物愛護管理推進計画の実施状況 

・動物愛護と社会福祉の連携のための研修会について 

 事務局から説明 

福井座長 

佐藤構成員、発言お願いする。 

佐藤構成員 

・今年で３年目が終わるところだが、第３回ワークショップとして、この黄色いチラシを皆

さんに配布している。ワークショップは２月 18日から 24日まで、３エリアで開催する予定

である。 

・この研修会は社会福祉と動物愛護管理の連携を目的として実施してきた。これまでの取り



組みから感じているのは、他職種間で共有できる共通言語が、「動物の管理不足」だけでな

く「人のセルフネグレクト」という視点でも捉えられるようになってきた点である。 

・先ほどのウサギの頭数の話にもあったように、家の中が住めない状態になっていること自

体がセルフネグレクトの表れである。セルフネグレクトの背景には、飼い主の孤立、困窮、

精神的問題などさまざまな要因があり、それらが潜在化した結果、動物という対象を通して

問題が顕在化しているケースが多い。この認識が、共通言語として形成されつつある。 

・以前は「なぜこんなに動物を増やしてしまったのか」という批判的・非難的な視点が中心

であったが、現在は「どのような背景が本人を追い詰めていったのか」を読み取ろうとする

受容的視点が、これまでの ３年間を通して参加者の間で育ってきたと感じている。 

構造的な視点として、よく例に挙げるのが川上の視点・川下の視点である。川下まで来てし

まうと、もはやレスキューしかできない状態になる。一方で、川上の視点で考えることで、

予防的なアプローチが可能になり、早い段階で動きやすくなる。 

今回の研修を通しても、参加者の間でアイデアの共有が進んでいると感じている。 

２月 18日から 24日の開催について、都合が合う方には参加を検討してほしい。来年度は現

在、予算申請しているところ 

福井座長 

・この連携研修会はもう長野県が全国的にも先駆け的に実施している研修会である。引き続

きお願いしたい。 

・大原先生、ウサギの学校飼育の状況とか、教えてほしい。 

大原構成員代理 

・学校で飼育している動物の状況だが、令和７年度（今年度）学校経営概要によると、ウサ

ギは小学校 52校で飼育（小学校全体の約 15.1％）という結果である。ウサギ以外にも学校

ではいろいろな動物を飼育しているが、鯉の次に多いのがウサギである。 

福井座長 

・福澤先生、学校では「多頭飼育」という捉え方や、全国で起きている事例について、学生

と一緒に考える資料として取り組んでいると伺っている。経緯を教えてほしい。 

福沢構成員 

・開校する前は、その校舎に医療福祉系の専門学校があり、介護福祉士学科もあった。動物

系と介護福祉士側との連携は当時から行っていた（かなり前、約 20 年前の話になると思う） 

・介護のヘルパーがご自宅に入る際、動物がいる場合にどこまで触れてよいか、何をしてよ

いかがわからず困るという声があった。そこで、動物側からのアプローチと介護側からのア

プローチを融合できないかと考え、２学科共同授業を行った。内容は、どんな背景があるの

か、自己受容、管理（飼育）動物と人の関係学（ヒューマン・アニマル・ボンド）、その効

果など。巻き込む形で授業を展開し、非常に良かった。現在は介護福祉士学科がないため、

当時のような取り組みは難しいが、県内唯一の専門学校として、いろいろな機関と連携を取

っていきたいと考えている。 

福井座長 

初めて伺った。 



竹田構成員 

・もう一点、個人的な質問で申し訳ない。ウサギの多頭飼育の件で、先ほど犬猫以外の引き

取り規定がないという話があり、残念に思う。法律の話になるが、環境省所管の「動物の愛

護及び管理に関する法律」における愛護動物にはウサギも含まれる。犬猫はもちろん、爬虫

類など人が家庭でペットとして飼う動物は幅広く含まれているはずなのに、行政が動く際に

対象外のようになってしまう／どう動けばよいかわからないという点にギャップを感じる。

今後、見直しが必要ではないか。法律の理念は広いが、具体の運用となると対象が絞られる

局面がある。両生爬虫類をどう扱うか等の議論があったことは承知している。 

 

（２）令和８年度に向けた各種施策について 

事務局から説明 

山本構成員 

・経緯だが、４～６月に集中実施することで接種率を上げる狙いがある。ピーク時は８割以

上の犬に接種できた。全国的に見ると、接種率は７～８割の間にある。いつ入ってきてもお

かしくないというのが正直な状況であり、犬での予防接種を確実に行うことが重要である。 

・当方は県内市町村と契約を結び、集合注射の案内、未接種者への通知などを行っている。

４～６月の集中期間が終わった後に督促通知を出す体制である。今後、市町村の担当とも調

整し、接種率を落とさない取組を続けたい。情報があれば共有願いたい。 

大河内構成員 

・期間を限定することで「この期間にやらなければ」という意識が働き、接種が進む。通年

化すると「いつでもよい」となり、年度末集計から未接種通知の流れで翌年へ持ち越しが生

じ、接種率低下につながる懸念がある。国や県で強化月間などの設定があれば、それをより

どころにしたい。連携しながら検討する。 

古山構成員 

・狂犬病予防法は犬のみ適用だが、猫に適用されないのはなぜか。歴史的背景として、当時

は犬が放し飼いに近く、近隣トラブルや迷惑、感染リスクが高かったため、犬を対象とした

と考えられる。 

・費用は 3,000～4,000 円＋手数料の例があり、費用面は負担感につながりやすい。猫への

啓発は十分ではない。仮に料金が下がれば接種率が上がる可能性はある。猫も対象にすれば

単価が下がる可能性もあるが、現行では犬中心の運用である。 

事務局 

狂犬病ウイルスは中枢神経にかかるウイルスで、哺乳類全般に感染し得る。犬での接種は公

衆衛生上、最も重要である。 

 

（３）その他 

竹田構成員 

・インターネットニュースで見たが、個人間のサイト（フリマや掲示板のような場）での保

護犬の譲渡が問題化している。相手を明かさずやり取りし、現地で引き渡し、到着後すぐ病



院へ行ったら、肺が真っ白だった、その後 1週間で死亡というような事例があった。摘発は

難しいが、こうした見えない場所での不適切な取引があることは共有したい。 

事務局 

・昨日の主管課長会議でも、インターネット上で匿名的に動物のやり取りがなされている事

例が増加しているとの話があった。対面取引とする規約のサイトもあるが、行政が常時監視

するのは難しい。 

古山構成員 

・譲渡と言いながら実質的に有償（例：５万円受領）、ワクチン済表示の適否、翌日死亡な

ど、問題点が多い。「譲渡」と称しつつ５～８万円などの費用負担を求め、さらに寄付を促

すケースもある。実質は商売であり、取扱業の許認可に該当し得る。動物病院の広告的関与

の在り方も含め、表示の適正化が必要である。 

降籏構成員 

・県の方針として取り上げてもらいたいテーマがある。長野県ではしつけ方教室などを 40

年弱長野県動物愛護会としてやってきて、街の景色も変わってきた。 

・東京都健康長寿医療センターの資料によると、高齢者が犬を飼うことで 40%認知症リスク

が下がる、ボケ防止に役立つというデータを見た。医療費・介護費の増加を考えると、長野

モデルとして「高齢者になったら飼おう」というキャンペーンをぶち上げたい。65歳以上は

飼うなではなく、高齢者こそ飼おうという発想転換である。社会設計の観点での政策にした

い。 

久保田構成員 

・効果は期待されるものであるが、飼い主が先に亡くなって動物が残されるリスク、不妊去

勢手術の未実施から多頭飼育崩壊につながる懸念など、動物福祉の観点の課題がある。 

山本構成員 

・獣医師会としては賛成であるが、皆様のお知恵をお借りしたい。全国ペットフード協会の

統計によると犬を飼養している人が減少している。 

大河内構成員 

・譲渡事業では、65 歳以上は不可とする自治体もある一方、当方は後継飼養者の事前確保

を条件にしている。最終的には家族等のフォローが鍵になる。高齢の飼い主が動物のことを

考えると、正直飼えないというところなのではないか。「飼う」以外の関わり方（散歩・預

かり）も選択肢になり得る。受け皿（社会的インフラ）とあわせ、制度設計を検討すべきで

ある。 

佐藤構成員 

・論点は複数ある。福祉側からは、散歩などで孤独・孤立の軽減、医療費抑制のメリットが

期待できる。一方で動物の視点から、飼い主がいなくなった後の着地をどうするか。保護動

物の行き先がない状態もある。マッチングと受け皿を丁寧に用意し、飼いたい人の気持ちへ

の配慮も織り込みながら進める必要がある。研究や議論が必要。 

福井座長 

行政の力だけでは難しい。 



降籏支部長 

・愛護分野に限らず社会設計の観点が必要。長野モデルとして研究・実装する価値は十分あ

る。当院でも、その目的のための建物（拠点）が一つある。長野県のモデルとして取り上げ

てほしい。 

福井座長 

問題提起を受け止める。 

福澤構成員 

・SNS上で「かわいい」投稿の名の下に、からかう・驚かすなど動物の不快や恐怖を利用し

た動画が増えている。動物看護師学科の学生が卒業研究で取り上げ、胸が痛む事例も多かっ

た。 

・行動学に基づく飼い主教育（耳の角度、表情、姿勢など嫌がりのサインの読み取り）を、

感染症・災害対策と並ぶ重要テーマとして普及させたい。 

福井座長 

本日の意見を踏まえ、今後の県の動物愛護管理推進計画の参考とさせていただく。 

以上をもって、第２回 長野県動物愛護管理推進懇談会を閉会する。 

 

 


